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末武康弘氏より 2013年 5月 10日に博士論文審査願が提出されたことを受けて、同 5月
15日人間社会研究科教授会において受理審査員会（委員：石井享子、長山恵一、清水幹夫、
伊藤正子）が設置された。受理審査委員会は、受理審査（一次）の結果、論文受理審査発




































































 結 論 
  1．本論文の成果 















ことから導かれた IOFI（instance of itself）原理――私たちのフェルトセンスからもたら
される実例は、新しいカテゴリーや普遍性を生み出す可能性をもっている、とする原理―
―についても、その企図するところを明らかにしている。 





















CYCLE）」、第Ⅲ章「対象（AN OBJECT）」、第Ⅳ章「身体と時間（THE BODY AND TIME）」、
第Ⅴ章「進化、新しさ、安定性（EVOLUTION, NOVELTY, AND STABILITY）」、第Ⅵ章
「行動（BEHAVIOR）」、第Ⅶ章「文化、シンボル、言語（CULTURE, SYMBOL AND 















































を 「 パ ー ソ ン セ ン タ ー ド ／ フ ォ ー カ シ ン グ 指 向 セ ラ ピ ー
（person-centered/focusing-oriented therapy: PC/FOT）」と位置づけることの意図と背景
が論じられ、また、研究の方法論としての TAE（thinking at the edge）――プロセスモデ
ルから導き出された理論構築法――の特徴が考察されている。 







































































 第 3 に本論文は、ジェンドリンのプロセスモデルの臨床的意義――サイコセラピーをは
じめとした臨床実践にもたらす意義――を、著者自身の臨床経験を分析することを通して
明らかにしている。具体的には、プロセスモデルから導出された概念形成・理論構築の方

































（2）本論文の TAE を用いた臨床的研究では、PC/FOT のプロセスを理論化するための
仮説的命題を導いているが、これまでの PC/FOT や他のサイコセラピーのプロセス理論と
の比較検討や、より実証的で仮説検証的な研究が今後の課題として残されている。 
（3）本論文の資料として提出されているジェンドリンの「プロセスモデル」の全文邦訳
は、今後のジェンドリン研究の基礎資料としてきわめて貴重であり、著作権の問題をクリ
アして何らかの形で公にされることが望まれる。また、「治療的停止（therapeutic stoppage）」
にかかわる著者の考察部分については、パーソンセンタードセラピーや PC/FOT に対する
他の心理療法諸学派からのこれまでの批判を紹介しつつ、その実践的・理論的な意味を英
文・邦文で公表することは他学派との交流を促進する点で強く求められるものである。 
 
〔５〕論文審査結果 
 以上により、論文審査小委員会は、末武康弘氏提出の論文「ジェンドリンのプロセスモ
デルとその臨床的意義に関する研究」について、博士（学術）の学位が授与されるのに十
分な資格を有するものとの結論に達した。 
